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燃料電池ターレット式構内運搬車の共同開発契約を締結 

 

東 京 ガ ス 株 式 会 社 

ＪＦＥコンテイナー株式会社 

関 東 農 機 株 式 会 社 

 

東京ガス株式会社(東京都港区、社長：鳥原 光憲)、ＪＦＥコンテイナー株式

会社（兵庫県伊丹市、社長：谷口 勲）、関東農機株式会社（栃木県小山市、社

長：稲葉 克志）の３社は、このたび、燃料電池ターレット式構内運搬車（以下、

「燃料電池ターレット車」）を共同開発する契約を締結しました。なお、本共同

開発は、本年５月、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥ

ＤＯ）の新利用形態燃料電池標準化等技術開発にて助成を受けています。 

３社は今後、燃料電池のクリーンな特性を活かした新しい利用形態として、

燃料電池ターレット車を、５年間を目標に開発し、既存のターレット市場への

導入を目指すほか、平成２４年以降に移転予定の環境性を重視した計画が進め

られている東京都豊洲新市場などの新規需要にも対応していきたいと考えてい

ます。 
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■幅広く利用されているターレット式構内運搬車 

ターレット式構内運搬車は、ガソリンエンジンなどを動力とする「エンジン

式」や充電式バッテリーを電源とする「電動式」があり、主に生鮮市場や工場

構内などの運搬作業用として、国内で約１１，０００台が利用されています。 

近年では、生鮮市場内やその近隣地域に対する環境配慮のため、低公害の「天

然ガスエンジン式」を導入するケースが増えていますが、市場の建物内や冷蔵

設備を備えた倉庫内などでは、排気ガスを排出しない「電動式」のみに仕様を

限定されている場合があります。しかし、「電動式」は充電に約８時間を要し、

１回の充電で走行可能時間が２時間程度と短いため、使い勝手が悪い面があり

ます。 

 

■クリーンな燃料電池を利用 

燃料電池は、水素と空気中の酸素を用いて発電し、有害な排気ガスを排出し

ないクリーンなエネルギーであることから、自動車の動力源として近年注目さ

れ、多くの自動車メーカーにより開発･実証が進められています。燃料である水

素の充填が数分間で済む燃料電池をターレット式構内運搬車に応用できれば、

既存の「電動式」に比べ、使い勝手が飛躍的に向上することが期待できます。 

本開発において３社は共同で、燃料電池ターレット車を開発するとともに、

燃料である水素を供給する方式として、水素を充填したカセット式容器で供給

するシステム、ならびに、車両に搭載されたタンクに短時間で水素を充填する

システムの開発をあわせて行います。 

さらに、燃料電池ターレット車の安全性検証や安全基準の検討を行っていく

計画です。 

 

■本開発における各社の主要な役割 

・東京ガス(株) 

燃料供給者として、燃料電池自動車用水素ステーションの開発経験などを活

かし、主として燃料電池ターレット車に水素を供給する充填所の開発を担当

します。 

・ＪＦＥコンテイナー(株) 

高圧ガス容器メーカーとして、３５ＭＰａ高圧水素複合容器の開発経験を活

かし、主としてカセット式水素供給システムや車両内部の水素供給システム

の開発を担当します。 

・関東農機(株) 

ターレット式構内運搬車メーカーとして、圧縮天然ガスエンジン運搬車およ

び電動運搬車の開発経験を活かし、主として車両の開発を担当します。 

 



＜参考：会社概要＞ 
・東京ガス株式会社 
（１）本社所在地：東京都港区海岸１－５－２０ 
（２）代 表 者：鳥原 光憲 
（３）設立年月日：１８８５年１０月１日 
（４）事 業 内 容：ガスの製造・供給および販売、ガス機器の製作・販売およ

びこれに関する建設工事、冷温水および蒸気の地域供給、

電気供給事業 
（５）資 本 金：１４１８億円 
（６）お問合せ先：広報部報道Ｇ、森、松井（TEL:03-5400-7675） 
 
・ＪＦＥコンテイナー株式会社 
（１）本社所在地：兵庫県伊丹市荒牧字下鍵田１０番地 
（２）代 表 者：谷口 勲 
（３）設立年月日：１９６１年４月２５日 
（４）事 業 内 容：ドラム缶・１８リットル缶および高圧ガス容器の製造・販

売 
（５）資本金  ：２３億６５００万円 
（６）お問合せ先：総務部 松岡（TEL:03-3837-8201） 
 
・関東農機株式会社 
（１）本社所在地：栃木県小山市横倉新田４９３ 
（２）代 表 者：稲葉 克志 
（３）設立年月日：１９６２年９月 
（４）事 業 内 容：耕うん機用各種ロータリ、トラクタ用各種作業機、ヘルパ

ー管理作業機、葉たばこ耕作関連機械、構内運搬車、葉た

ばこ乾燥設備の製造・卸販売 
（５）資 本 金：４５７５万４千円 
（６）お問合せ先：盛岡工場マイテー技術部、及川（TEL:019-683-1911） 
 


